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Absttrt

Sport Test,made out by the Mmlstry of Education,have been salnpled a■ over the country Tho

subJects of this test,which ulcluded 4 phy● que items,7 physical itness items and 5 motor abJities

items,were males and females,12 to 29 years old With the data rrom Sport Test,the purpose of ths

study was to ciaify the relations alnong ther physique,physlcal fltness and motor abllties by canoni‐

cal method

As results,determmation cOefrlclent of physlque tO physical fltness(p■ )and mOtOr ab■ itles

(ma)Was as fo■ Owed:

Male         12‐ 14(yerう      15‐ 17(yers)     1819(yerS)     OVer 20 KyerS)
p■         50・ 45%         30‐25%         25‐ 35%         15‐ 1%
ma           40‐ 30             20・ 15             20                15‐ 10

pl&ma         60‐ 55            40・ 35            35               20‐ 15

Female

pf           30‐ 20

ma           15

pf&ma         35_30

2015

15‐ 10

30‐25

20

15‐ 10

30‐25

10

10

15

When physical educators evaluate physical fitness and motor abilities of schoolboys and school-
girls, they should eliminate statistically the effect of physique on physical fitness and motor abilities,
specially in lower grade of age.

Determination correlation of both items groups of physical {itness and motor abilities were
554Vo urdet l9 years old and 307o (male'),25-20% (female) over 20 years old.

Kelt words: sport test, canonical correlation, determination coefficient
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: 研究目的・方法

文部省作成の「 スポーツテス ト」は,12歳 (中学

1年生 )か ら29歳までを対象としたテストであり,

文部省はこのテス トを昭和39年から全国の男女を対

象とし標本抽出によって毎年継続して実施 している。

この結果については,「 体力・運動能力調査報告書 」

として文部省体育局から毎年刊行されている。

このスポーツテス トは,周知のとおり,

体格 4項目

身長・体重・胸囲 座高

体力診断テス ト 7項目

反復横とび 垂直とび・背筋力・握力 伏臥上

体そらし・立位体前屈・踏台昇降運動

運動能カテス ト 5項目

50m走 走り幅とび ハンドボール投げ・懸垂

・持久走 (男子 1500m走  女子 1000m走 )

の合計16項目で構成されている。

これまでにスポーツテスト結果についての統計的

分析はきわめて多いが,文部省で実施した全国資料

について分析したものは上述の「 報告書 Jの ほかに

は意外に少ない。
1)

本稿でのねらいは,昭和57年文部省実施の全国資

料を用いて劾,体格と体力診断テスト結果との相関,

体格と運動能カテス ト結果との相関等について統計

的分析を通 して明らかにすることである。

それは具体的には,16項目個々の項目間の相関係

数行列から,体格 4項目をひとまとまりの群とし,

また体力診断テスト7項目をも運動能カテスト5項

目をもそれぞれひとまとまりの群とし,群単位で,

それぞれどのような相関関係にあるかを正準相関法"
を用いて分析する。

2 結果

はじめに,ス ポーツテス トの対象年齢である12歳

から29歳までの10年齢段階。 (12歳から19歳までの

各年齢,および20～24歳 ,25-29歳の 2年齢群 )の

男女について,各相関係数行列を算出した。表 1は

標本数であり,表 2お よび表 3は 18歳および19歳の

相関係数行列 (右上半分は男子,左下半分は女子 )

である。

たとえば,表 2の 18歳男子の相関係数行列から,

個々に体格 4項目と体力診断テス ト7項目との間の

最も高い相関係数をみると,体重と握力との間の

0408であり,また体格と運動能カテス ト5項目と

の間で最も高いのは胸囲とハンドボール投げとの間

の 0271で ある。

しかし,このように個々に相関係数をながめるの

でなく,正準相関法を用いて,同時に,体格項目群

と体力診断テス ト項目群,運動能カテスト項目群の

群どうしの相関をみたものが,表 4・ 表 5・ 表 6で

ある。さらに, これを関与率でみたものが図 1であ

る。

表 4は ,体格項目群と体力診断テスト項目群との

相関係数である。上に述べた18歳男子の例でいえば ,

単相関係数の最も高かった体重と握力の 0408か ら

表 1標 本 数

イ:齢 男 子 女子

12歳 s77 
^

971

953

1069

1056

1069

1te3 ( *=+ )

1199( " )

2158

2046

958'A

961

960

10 71

10 83

I106

1r71 ( ax+ )

984 ( " )

1964

17 37

19

20-24

25～29

群どうしでは 0462と 数字的に高くなっている。つ

まり統計的にいえば,体格項目群と体力診断テス ト

項目群の一方を基準変量"と して群間の相関をみた

もの,ま た考え方としては体重と握力との相関に加

えて,これを消去した残りの偏相関,さ らに 2次 ・

3次と重ねていく偏相関の係数和とみなされるもの

である。各年齢の男女ともそれぞれ表の右側に示し

た単相関の値よりもさらに高い値を示していること

がわかる。

これを年齢段階を通 してみると,年齢力平底い方が

体格と体力診断テスト結果との相関が高く,したが

って体格が体力診断テスト結果を左右する度合すな
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表 4 体格 4項目と体力診断テス ト7項目間の正準相関係数

12歳  。717

13    .721

14     671

15      559

16      495

17      506

18     462

19      484

21H24    352

25-29    388

.670 身長と握力

.657 体重と握力

.622 体重と握力

.489 体重と握力

438 体重と握力

426 体重と握力

408 体重と握力

405 体重と握力

264 体重と背筋力

。317 体重と握力

.493 体重と握力

350 体重と握力

397 体重と握力

362 体重と握力

369 体重と握力

359 体重と握力

417 体重と握力

366 体重と握力

275 体重と握力

257 体重と握力

.561

.438

459

.443

415

423

470

426

316

.310

体格と体力診断テスト項目間で
最も大きな相関係数

表 5 体格 4項目と運動能カテスト5項目間の正準相関係数

12歳  564
13     633

14     539

15     426
16     380

17     420

18      444

19     448

211-24   .298

25-29    386

406 身長とハンド

529 身長とハンド

.401 胸囲とハンド

.315 胸囲とハンド

222 身長と走り幅

.268 身長とハンド

271 胸囲とハンド

.273 胸囲とハンド

210 身長とハンド

304 身長とハンド

。278 身長とハンド

。206 身長とハンド

.235 体重とハンド

.225 身長と走り幅

.237 身長と走り幅

.254 身長と走り幅

.235 身長と走り幅

.222 身長と走り幅

.189 身長と走り幅

。258 身長とハンド

369

383

353

341

288

373

353

.371

.272

331

正準相関係数

男子   女子

体格と運動能力の項目間で
最も大きな相関数

年齢 ∬
欄
鷺|

男子 女子
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わち関与率が大きく,図 1に みるように12・ 13歳の

男子では50%を も占めている。年齢が高くなるに伴

い相関係数 関与率は下降していく。18歳・19歳の

大学年齢 (教養課程 )では男子の関与率は20%を幾

分上回り女子は20%を幾分下回っている。また女子

は各年齢とも男子に比して下回っている。つまりそ

れだけ女子は男子に比して体格の体力診断テス トに

関与する度合がうすいということがわかる。

次に,表 5の体格項目群と運動能力項目群との群

どうしの相関をみると,こ こでも表 4と 同様に各年

齢とも表の右側の単相関係数よりも高い値を示して

いる。 しかし全体的に表 4の体格と体力診断テスト

項目群の間の相関係数に比して下回っている。した

がって,図 1の関与率をみると,運動能力項目群は

いちばんTJlにあって,男子では13歳の約40%か ら

25～29歳の15%～ ,女子では15%か ら10%へと下降

している。体格の運動能カテスト結果を左右する度

合は体力診断テス ト結果を左右する度合に比して小

さい。

次に,表 6に示すように,体格 4項目と,体力診

断テス ト・運動能カテス トを合わせた12項目との群

どうしの相関係数をみると,前二者の場合すなわち

体格と体力診断テス ト,体格と運動能カテストの場

合よりもさらに上回っている。関与率は,図 1に お

表 6 体略4項 目と体力診断 運動能力
テス ト12項目の正準相関係数

正準 相関係数

男子   女子

12歳  755  607
13      792     532

14      725     526

15      632    .510

16      569    .465

17      604     530

18     .585    .548

19     609     524

20～24    394     367

25-29    466    .402

いて男女ともに折線がいちばん上側にあり,男子で

はおよそ60%か ら20%へ,女子では35%か ら15へそ

れぞれ傾斜を示している。

さらに,こんどは体力診断テスト7項目と運動能

カテス ト5項目の群間の相関係数をみると,表 7に

示すごとく,男女とも12歳～19歳で 07～ 06を示し,

20歳以上でともにそれより少 し下回っている。

表 7 体力診断テスト7項目群と運動能カテス ト5項目群の正準相関係数

正準相関係数

男子   女子

運動育ヒカと体力診断テス ト項目間で
最も大きな相関係数

男子         女子

12歳

13

14

15

16

17

18

19

20～ 24

25～ 29

。718

.712

.750

690

692

704

646

707

.535

549

681

641

641

705

660

717

675

718

485

458

606 50mと 垂

552 走り幅と垂

584 50mと 垂

.551 走り幅と垂

529 50mと 垂

582 走り幅と垂

456 走り幅と垂

488 50mと 垂

422 50mと 垂

467 50111と 垂

530 50mと 垂

.48350mと 垂

537 50mと 垂

531 走り幅と垂

479 50111と 垂

539 走り幅と垂

474 501nと 垂

542走 り幅と垂

331 50mと 垂

.355 50mと 垂
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図 : 体格項目群の体力・運動能力項目群に対する関与率 (%)

3要 約

以上の結果から,体格 4項目・体力診断テス ト7

項目 運動能カテスト5項目における体格と体力・

運動能力の関係は,関与率でみると,大づかみにい

って次のような知見としてまとめることができる。

このことから,付け加えていえば,学校体育にお

いて体力や運動能力を評価するさいには,やはり体

(移動平均法による )

格の遺伝的に決定される割合のきわめて大きいこと

を考慮して,年齢段階によっては体格の体力・運動

能力への影響を統計的に消去して評価することの方

が望ましく,教育評価により適うものである
6)

なお,体力と運動能力の両項目群の相関は,関与

率でみて19歳以下では55～40%,20歳以上では男子

30%,女子25～20%であった。

男子      12～ 14歳 15～ 17歳 18 19歳 20歳以上

体力     50～ 45% 30～25% 25～20% 15～ 10%

運動能力   40～30  20-15   20   15～ 10

体力運動能力 60～55  40～35   35   20～ 15

女子

体力     30～ 20

運動能力    15
体力運動能力 35～30

20～ 15     20

15～ 10    15～ 10

30-25    30～ 25

10

10

15
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注                             評価方式の研究」

1)全国資料について分析したものをいくつかあげる。     昭和60年度科学研究費補助金 (総合研究A)による研

松島茂善編「国民体力の現状―最近 5カ■ の文部省調    究成果報告書, 1981

査による一」第一法規,67～

“

頁, 1970 ここでは  2)昭 fD57年度文部省実施のスポーツテスト全国資料によ

身長 体重をそれぞれ大中′卜の3段階に分け,その組    る。この資料は,前掲の科学研究費補助金により研究

合せを考え,それぞれと体力運動能カテストとの関係    のために用いたものであり,本分析もこの研究の一環

を論じている。                      としてある。

青山昌二「大学生の体格・体力の統計的分析  体格  3)正 準相関法については,

類型 と体力の関係および体格・ 体力の回帰分析」   芝祐順「相関分析法」東大出版会,205～ 221頁 ,

体育学紀要第 8号,東京大学教養学部 1974こ こでは    1967

大学生18～20歳について体格番地およびそれの組合せ    William W C ooley&Panl R Lohnes:

から成る体格類型と体力 運動能カテストとの関係を    Multivaliate Data Analysis,P 168～ 193,

みている。また,16のテスト項目の各項目に対して他     1971

の15項目がどのような関係にあるかを回帰分析よって    竹内啓・柳井晴夫「多変量解析の基礎」東洋経済新報

構造的な分析を行っている。               社, 157～ 180頁 , 1972

水野忠文「日本人体力標準表  身長基岸の回帰評価  4)18歳および19歳は,男子は大学と高専,女子は大学と

による」東京大学出版会 ,1980 ここでは10歳    短大をこみにして計算した。

から59歳までの年齢にわたって身長に対する体力・運  5)計 算にあたっては,基準変量 予測変量はどちらがど

動能力の回帰を導出し,身長別の体力 運動能力 5段    ちらであっても結果にはかわりはない。

階評価表を作成している。               6)こ の視点から,水野忠文は体力の「回帰評価」を強く

水野忠文・難波俊夫・青山昌二ほか「わが国における    提唱し,前掲書「日本人の体力標準表」および「青少

青少年の体格運動能力に関する2変量同時使用による    年体力標準表」 (東大出版会, 1968)を著している。


